
第２回（平成17年１月12日実施） 

庁内改善運動と 
職員意識改革 

～尼崎市における 
「YAAるぞ運動」の取組み～ 



はじめに

今から約１時間、私のほうで「ＹＡＡるぞ運

動」のお話をさせていただきまして、そのあと

２チームの発表と質疑応答、全体で１時間半ほ

どお時間をいただきたいと思いますので、最後

までよろしくお願いします。

私は昭和41年１月８日生まれで、５日前に39

歳になりました。小泉総理と一緒の誕生日で、

ちょうど二回り違いです。

家族は、中学校３年生の娘と小学校５年生の

息子と同い年の妻の４人家族です。中３の娘は

受験生なのですが、なかなか勉強しない子で、

言っても言ってもやらないという状況です。た

だ、一つだけいいところがありまして、友達が

いっぱいいるようなのです。友達の誕生日には、

安いファミリーレストランにご飯を食べにいく

らしいのですが、ついこの間も３日連続食べに

行っていました。クラブ活動を引退してから、

今数えるだけでも30回以上ファミリーレストラ

ンに行っているようなので、そういうことから

するとかなりの友達がいるようで、それがとり

えかなと思っています。

下の子供はサッカーに凝っていまして、弱い

チームなのですが、頑張っています。私も中学

校時代にサッカーをやっていたこともありまし

て、子供のサッカーについていくのが楽しみに

なっているのですが、なかなか勝てません。練

習は週２回やっているのですが、子供たちは負

けても全然悔しくないようで、帰りの車の中で

もはしゃぎ回っています。そういう状況のもと、

コーチが「ＰＤＣ」という紙を子供たちに渡す

ようになりました。それは、今度の試合で自分

が何をしたい、それをどうやったか、それで何

点だったかを採点する紙なのですが、子供たち

は何を書いていいか分からないので、プランの

ところは「試合に勝つ」、結果は「負けた」、採

点は「０点」というつけ方をしていました。そ

うではなくて、試合に勝つためにどういうふう

にするのか、例えばどうパスを出すか、そして、

それができたのかどうか、今度どうするのかと

いう形でやるのだと言っているのですが、分か

ったのか分かっていないのかという状況です。

仕事のほうは、市役所に入って17年目です。

いちばん最初は市民税課に３年、そのあと教育

委員会の経理課に７年いました。そのあと、美

化環境局の業務課というごみを収集する部門に

１年いまして、その間50回ぐらい実際に収集車

に乗ってごみを収集しました。その後３年間、

美化事業推進室というごみの減量・リサイクル

を担当する部門にいたのですが、そのときに指

定袋制度の導入を担当しました。それまで尼崎

市は、家庭のごみを出される場合の袋は何でも
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よかったのですが、ごみの減量・リサイクルの

シンボルにしていこうという位置づけ等により、

平成14年４月１日から、緑の半透明の決まった

袋で出していただくことになったのです。

その１年前から各町内会などを回って、約半

年間で560回ぐらい、この指定袋制度の説明会

をさせていただきました。実際にごみを収集し

た経験の話がよかったからか、おじいさん、お

ばあさんから人気があったからか分からないの

ですが、「吉田さん、話に来て」というのが結

構ありまして、560回中120回ぐらいは私一人で

話に行きました。日曜日などは朝２回、昼２回、

晩２回というようなハードスケジュールの中、

何とか560回を部内の職員の協力のもとでやっ

たおかげで、４月１日にふと家の窓を開けて見

たら緑の半透明で出ていまして、市民の方々に

大変感謝したという思い出があります。

その平成14年４月１日、ちょうど指定袋で

「やった！」と思っていたときに、今の行政経

営推進室に異動となりました。そのときの仕事

は何かというと、尼崎市は財政状況が非常に悪

くて、平成15年から５か年、経営再建プログラ

ムに基づく取組をやっていかなければいけない。

それに当たっては市民の皆さんに説明していか

なければいけない。指定袋で説明会をやった人

間がいるから、その人をということで引っ張ら

れたのではないかと私自身は思っているのです

が、平成14年の４月からは１年間、経営再建プ

ログラムの説明会の担当をさせていただきまし

た。そのときに市長が白井市長に替わられまし

て、市民の方々と対話をしようということで、

年明けからタウンミーティングを実施したの

ですが、そのときの司会等をやらせていただ

きました。

ちょうどそれが落ち着いたころ、尼崎市で事

務事業評価システムを導入していたのですが、

その部分で身近な改善が何かできないかという

ことになりました。福岡市がやっていた「ＤＮＡ

運動」という非常に素晴らしい運動を勉強して、

尼崎市でもやってみないか、一度勉強してくれ

ないかということで私自身チャンスをいただき

まして、福岡市の「ＤＮＡどんたく」の報告書

を読ませてもらったのですが、そのときに、こ

んなことを役所でやっていいのかなというのが

第一印象でした。ノリが学生時代の文化祭のよ

うな感じで、本当に楽しく、しかも成果を上げ

ている。すごいなと思いました。

そして、「ＤＮＡどんたく」の３回目を実際

に見に行かせていただきました。朝早くに福岡

に入って、報告書に出ている、ある区役所に行

き、話を聞かせていただいたのですが、今まで

は各課で取り組んでいたのが、区長を筆頭に区

役所全体で取り組んでいるという、非常にレベ

ルアップしているなという内容に感心しました。

前日の午後、９時半ぐらいまで準備を手伝っ

て、朝のリハーサルから見せていただきました。

最後は実行委員会の打ち上げにまで連れてい

っていただき、その中で「ＤＮＡどんたく」

「ＤＮＡ運動」のノウハウをいろいろと教えて

いただいて、それにプラスアルファの味付けを

して、尼崎市として「ＹＡＡるぞ運動」に取り

組んだのが平成15年度です。

１．「ＹＡＡるぞカップ」参加チーム名

今出ているのが、昨年度の第１回「ＹＡＡる

ぞカップ」にエントリーしていただいた113チ

ームのチーム名です。今までも尼崎市は数々

の行財政改革に取り組んできましたが、それ
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はある一部の職員がやらせる側で自分たちの

処方せんを示し、ほとんどの職員はやらされ

る側で自らやる意思のないままやらされてい

ました。その改革もある一定の成果を上げて

いたのですが、尼崎市においては長年そうい

った改革をやったこともあり、かなり限界に

近づいていました。

そういった状況のもと、今までの改革とは違

い、みんなに楽しみながらやってもらうのだと

いうことを分かってもらうために、職場の活動

推進者に集まってもらった最初の研修で、まず

はチーム名からこだわってほしいというお願い

をしました。そうしたところ、事務局としても

感心した名前が多数見受けられて、まずは成功

かなと感じたところです。

（１）ＣＡＤぃさん、図面ちょうだい！

私が個人的に気に入ったチーム名の一つが

「ＣＡＤぃさん、図面ちょうだい！」で、これ

は教育委員会の施設課の取り組みです。尼崎市

には幼稚園から養護学校まで入れて90校園ほど

あるのですが、その図面が手書きで、改築や工

事のつど鉛筆で書き替えていました。職員がそ

れぞれ書くので線の太さも違いがありますし、

手間だということで、空いている時間を見つけ

てみんなで図面をＣＡＤ化していこうという取

り組みをされ、平成15年度で約４割方やってお

られます。

（２）資産４×３＝活用

これは証券会社のコマーシャルみたいなので

すが、市政情報センターにある情報政策課の取

り組みです。ここの施設は地下１階地上３階建

ての建物で、複数の課が入っています。書類が

どこにあるか、備品がどこにあるかという管理

ができていなかったので、「ＹＡＡるぞ運動」

に取り組むことで一度それを整理してみようと。

情報政策課というのはまさにＩＴの専門部署で

すので、地下１階から地上３階までの図面をエ

クセルに落とし込んで、そこの部屋をクリック

したら備品がずらずらと出てくるというシステ

ムを作り上げました。

（３）１５１Ａ（いちごいちえ）

これは「１７５Ｒ（いなごらいだー）」から

ヒントを得たようなのですが、この名前をつけ

られたのは50歳代の男性職員です。ある保健セ

ンターの取り組みなのですが、乳幼児健診等で

来られる市民の方々との出会いを大事にしてい

こうではないか、憩いの場となるようにしてい

こうではないかということで、パンフレットス

タンドの整理やアンパンマンを使った分かりや

すい案内表示などに取り組んでおられました。

（４）印刷まるごとハウマッチ

次は、「市報あまがさき」を発行している広

報課の取り組みです。尼崎市には年間約２億円

の印刷製本費の予算がありますが、それで作っ

ている印刷物を半プロ的な目から見たら、仕様

を見直すことでけっこう削減できるのではない
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かということで、「ちりも積もれば山となる作

戦」と名づけて、庁内で発行している印刷物を

取り寄せて仕様を見直す提言をされています。

私自身なるほどなと思ったのは、尼崎市には

市民プールが７か所あるのですが、そこの窓口

で買う入場券というのは、入り口で渡したら切

って終わりなのです。ということは、もっと小

さくてもいいのではないかと。また、掲示する

期間が１か月もないポスターはコーティングす

る必要はないのではないかとか、そういう提言

をされました。

（５）キャプテン白☆井

うちの市長の名前は白井です。それを取った

のかなと思ったら、チームのキャプテンと副キ

ャプテンの名前が白畑と井上だったのです。そ

れで「キャプテン白☆井」、やられたなという

感じでした。ここの取り組みとしては、今まで

紙ベースでやっていた三役のスケジュールをす

べてデータでやることにした結果、かなりの紙

を削減したと。また、交際費の削減、日刊紙の

購読の変更というような形で、かなりの成果を

上げておられます。

（６）中図範派やなー

これは「中途はんぱやなー」と読みます。少

し前に中途はんぱにはやった、尼崎出身の漫才

師「ちゃらんぽらん」のギャグなのですが、中

央図書館の模範となる職員の一派ということで、

いいとこ取りした中央図書館のチーム名です。

何をしたかというと、まず、図書館の入り口に

職員の顔写真入りの掲示板を張りまして、職員

が図書館にいる年数ごとに星印をつけています。

１年から２年は星一つ、３年から５年は星二つ、

司書を取っておられたら「司書を持っています」

というようなコメントを入れた写真を張って、

お客様をお出迎えしようということです。

それ以外にも、「ちょっと前までベストセラ

ーコーナー」というものを作っています。中央

図書館では、けっこう貸出冊数も多くて返却も

多いのですが、その返された本をすぐにしまう

のはなかなかたいへんな状況でした。そういっ

たときに、一回返ってきた本のうち少し前まで

はやっていた本は、「ベストセラーだったとき

にはなかなか借りられなかった本も、今なら借

りられますよ」ということをお示しして、いっ

たんそこに置いてしまう。そうすることで、市

民の方には「読み忘れはございませんか」とい

う案内、職員の仕事上では、効率的に空いた時

間にしまうことを可能にしたという一石二鳥の

取り組みもしています。

また、ふだん市民の方の目に触れることのな

い書庫を年１回見学するツアーを、「書庫探検

隊」ということで募集したら、かなりの応募者

が来たそうです。３か月ほど前のＮＨＫ教育テ

レビで、慶応義塾大学の糸賀先生という方がこ

の中央図書館の取り組みを紹介されまして、そ

のときに「兵庫県のある図書館ではこういう取
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り組みをしています」ということをおっしゃっ

たようなのですが、それを見ていた中央図書館

の館長が、テレビの放送が終わるなり糸賀先生

に「今度は尼崎市とはっきり言ってください」

というメールを送ったようです。

（７）こんなことでトラブっＴＥＬ場合課

次は保健企画課の取り組みです。保健企画課

は保健所にあるのですが、保健所には健康増進

課や生活衛生課など四つの課が入っていて、そ

この代表電話がすべて保健企画課にかかってく

る。各課の中にもたくさんの係があって、電話

がかかってきたときに、その仕事はどこでやっ

ているかがなかなか分からない。大体この辺で

はないかと振ってみたら違うところで、また回

されて、「いつまで待たせるんだ」という市民

のお怒りの言葉を受けることが数々あったそう

です。そこで、電話便利帳というものを作ろう

ではないかということで取り組まれています。

その電話便利帳というのは、業務と、担当者、

その担当者の上司、内線の電話番号を書いたシ

ンプルなもので、すぐ電話を振れるようにした

らいいということで必要最小限のデータを入れ

た電話便利帳を作り、所内の方に使っていただ

いて、不都合がなかったかを聞きながら改善を

加えていったということです。また、紙ベース

だけではなく、行政事務支援システムで１人１

台当たっているパソコンの電子ファイリングに

それを入れまして、例えば「市民検診」をクリ

ックすると、対象者、受付時間、料金など簡単

な案内ができる項目が出てくるようにして、一

時的な対応はだれもができる形の取り組みをさ

れました。これについては摂津市の「ＡＴＯＭ

Ｓ運動」の発表大会に呼ばれまして、とても素

晴らしいという声をいただいています。

（８）トシビアの泉

これは「トリビアの泉」をもじっているので

すが、都市局の総務課の取り組みです。局総務

というのは、所管課や財政課との調整などでけ

っこう超勤時間が多い状況になっています。そ

ういった状況のもと、自分たちが仕事をやって

いて困ったことや、こうやったらうまくいった

というようなことをメモに取り、ティッシュペ

ーパーの空き箱をリサイクルした「なんでだろ

うボックス」に入れて、定期的に職場のミーテ

ィングの中でその情報を共有したと。そうする

ことで事務がスムーズにいくようになり、結果

としてかなりの超勤時間を削減されています。

（９）0892（おやくに）立ちます中央福祉

これもなかなか読めなかったのですが、素晴

らしいネーミングかなと思います。50歳代の女

性の方が名づけられました。中央福祉事務所で

は来庁者に分かりやすい案内に取り組んでおら

れます。ここでびっくりしたのが、「０８９２」

というのは中央福祉事務所の郵便番号の下４け

たなのです。そういう形で、かなり凝ったネー

ミングのもと、各職場でさまざまな成果を上げ

ていただいています。

２．平成15年度の取り組みテーマ

平成15年度は、市民サービスの向上に約半分

のチームが取り組んでいました。業務の進め方

の改善も約半分、職場環境の改善が27％、社会

的責任が21％ということで、113チームが取り

組みました。
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３．第１回「ＹＡＡるぞカップ」

平成16年の２月20日、約１年前ですが、局予

選を突破した20チームがグランプリを目指すと

いうことで、尼崎市役所第１回「ＹＡＡるぞカ

ップ」を開催させていただきました。お手元の

「『ＹＡＡるぞ運動』の概要」という資料に、決

勝大会に出られた20チームのチーム名や取り組

み内容をまとめていますので、またご覧になっ

ていただければと思います。

審査委員長は関西学院大学の石原先生、副委

員長が永田先生ということで、尼崎市施策評価

委員の委員長と副委員長にお願いしています。

以下、市長、助役、収入役の三役に、午後１時

から６時半ぐらいまで審査をしていただきまし

た。昨年は１回目ということで全く広報はしな

かったのですが、石原先生、あるいは稲澤先生

という方の口コミにより、約20の自治体から約

50人の方がお見えになりました。

黄色になっているのが尼崎市に代表チームを

送っていただいたところで、名古屋市は私ども

と同じように昨年度から「なごやカップ」を開

催しておられます。１回目は２年前のクリスマ

スイブにされたのですが、大変不評だったよう

で、昨年は12月22日にされています。うちから

も「ゲッツ Ｊｏｂ」というチームを派遣して、

かなり皆様に感動いただきました。また、元祖

「ＤＮＡ運動」の福岡市から来ていただいたの

と、大阪の摂津市から、「明るく、楽しく、面

白く、みんなでよくする摂津市」という「ＡＴ

ＯＭＳ運動」からも代表チームに来ていただい

ています。

４．「ＹＡＡるぞ運動」とは

「ＹＡＡるぞ運動」は、業務の進め方や職場

環境を改めて見つめ直し、よりよくしていく職

場単位での実践活動です。実際に仕事をしてお

られる方がいちばん仕事について分かっている。

だから、自分たちにできることをできるところ

からやっていただく。やらされるのではなく、

自分たちがやらなければいけないことを自分た

ちで自主的にやっていただく。言い換えますと、

自分たちの腕の見せどころを出していただけれ

ばと考えています。

５．「ＹＡＡるぞ運動」実施の背景

冒頭にも申し上げましたが、尼崎市の財政状

況は悪化の一途です。一般会計で大体1800億円

ぐらいですが、そのうち平成９年度で905億円

というのが市税収入のピークでした。それから

がたっと落ちまして、今では700億円を切るよ

うな状態です。一方、阪神・淡路大震災の復

旧・復興で約700億円以上借金をしたことによ

る公債費の支払い、あるいは、生活保護の受給

者の割合が神戸市を抜いて兵庫県で１位になっ

ています。そういうことで、どうしても支出し

なければならない義務的経費のうち、人件費に

ついては、ここ８年間ぐらいで職員を約800人

減らしているので減っているのですが、公債費

と扶助費がかなり増えています。市税収入がか

なり落ちているのに対して義務的経費が増えて

いるということで、収入と支出に大きな差が生

じてきているという状況です。

そういった状況のもと、チャレンジ精神を発

揮する機会が減少していたと。新しいこと、変

えてみることに立ち向かって物事を成し遂げる

経験が少なくなっている。何かにチャレンジし

て、その成功したことがまた新たなチャレンジ

につながっていく、まずはそういう成功体験を
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できるだけ多くしていただきたいという思いで

実施しています。

６．「ＹＡＡるぞ運動」実施の目的

実施の目的ですが、すべての職員が自分たち

の職場の課題を見つけ、自ら積極的に課題の解

決に取り組み、業務の改革改善につなげていく

力を高めていき、職員の意識改革のきっかけと

するとともに、チャレンジし続ける職場文化・

職場風土を醸成していただきたいと考えていま

す。

７．「ＹＡＡるぞ運動」のネーミング

平成15年度施政方針で示された「夢、アシ

スト、あまがさき。」の頭文字を取りまして

「ＹＡＡ」。それと、改革改善を「やるぞ」、改

革改善することが「あるぞ」という思いを込め

て、「ＹＡＡるぞ運動」と名づけさせていただ

いています。

８．「ＹＡＡるぞ運動」の基本精神！

「ＹＡＡるぞ運動」には基本精神がありまし

て、これも福岡の「ＤＮＡ運動」の「『できる』

から始めよう」をまねさせていただいたのです

が、「や」は「やらされるのではなく、自ら進

んで『やる』」。「あ」は「あきらめないで。と

にかく『やってみる』」。「る」は「ルックアッ

プを忘れずに『やっていく』」。この「る」はな

かなか出てきませんで、ちょっと反則技で片仮

名を使っているのですが、向上する、上を向い

ていくことを忘れないでやっていく。最後の

「ぞ」は「ぞっこん楽しみながら『やりつづけ

る』」です。これは「存分に」でいいのではな

いかとかなり言われたのですが、私の世代は

「シブがき隊」の世代で、「Ｚｏｋｋｏｎ命（ラ

ブ）」という歌がはやりました。「ぞっこんとは

最上級のほれ方さ」というのがありまして、最

上級に楽しんでいただきながらやり続けてほし

いという思いを込めさせていただいています。

９．役割分担

局長はオーナー、部長は監督、課長はコーチ、

そして、主に課長補佐級以下の活動推進者をキ

ャプテンと呼びまして、階層ごとに研修を実施

して運動の推進に努めています。

10．「ＹＡＡるぞカップ」への道

５月からキャンプに入りまして、エントリー

が113チーム。そして、７月から各職場で改革

改善運動をやってもらいました。局予選やプレ

ーオフを経まして、書面参加18チームと発表参

加20チームに出ていただき、報告書大賞、ある

いはグランプリを選んでいただいています。

11．目指せ報告書大賞！

「ＹＡＡるぞカップ」「ＹＡＡるぞ運動」イコ

ール発表しなければいけないという思いになっ

たのでは、参加する方が減ってくるだろうと。

改善はするけれども発表は嫌だという声が当初

からありましたので、113チームのうち、発表

したいチームに手を挙げていただく方法をとり

ました。ただ、発表はしたくはないけれども、

事務局として見ている中でかなりいいことをや

っている、この取り組みはよそにも知ってほし

いという取り組みも数多くありましたので、そ

うしたことから書面参加チームを出していただ

いています。

縦130センチ、横90センチぐらいの紙に、
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Ａ４・１枚の報告書を拡大していただいたので

すが、そのまま報告書を拡大したのが18チーム

のうち５チームで、残りの13チームは壁新聞の

ように写真を張るなどしていただきました。参

加いただいた方々に「ＹＡＡるぞ運動」のロゴ

マークのシールを１枚張っていただいて、その

シールがいちばん多かったところを報告書大賞

として、職員表彰規程の奨励賞ということで表

彰させていただきました。

組織票が動くのではないかということで、他

都市から来ていただいた50人ほどの方のシール

には黄色のマーカーを塗り、職員には白いシー

ルを渡しました。組織票が動いたかなというお

それがあったら、他都市の方の点数を少し上乗

せしようかと思ったのですが、結果としてはど

ちらにしてもいちばん多かったのが報告書大賞

になっていました。

12．「ＹＡＡるぞ運動」成功のポイント

実際にやっている人間が言うのもあれなので

すが、１年目としては、見ていただいた皆さん

が「すごかった」という印象を受けられたのも

事実です。私自身成功した要因と感じているの

は、まず１番目が、５月の末から６月の頭で５

回行った基本研修すべてに、白井市長が最後ま

で参加いただいたことです。今まででしたら、

最初あいさつはするけれども、途中で帰ってし

まうということがあったのですが、特に活動推

進者の課長補佐以下の研修に来られた方は、市

長と１時間半から２時間ほど一緒の研修を受け

られた、一緒の空間を共有できたということが

かなりうれしかったようで、それがまた一つや

る気に火をつけたのではないかと思います。

また、褒めることと楽しむことの徹底という

形で、いい取り組みは大いに褒めるとともに、

楽しんでやってもらえるような仕掛けを事務局

としてさせていただいています。

13．様々な仕掛けとネーミング

（１）ロゴマークの募集・決定

まず、このロゴマークですが、けっこうかわ

いいと思いませんか。4000人ほど職員がいます

ので、だれかこういうのが得意な人がいるだろ

うということで募集した結果、10人から13点の

応募がありました。最終的に実行委員会のメン

バーと市長とで選んでいただいたのですが、そ

の中で二つ、どちらもいいなということになり

まして、運動と「ＹＡＡるぞカップ」（発表大

会）のロゴマークを選んでいます。「ＹＡＡる

ぞ運動」のロゴマークに選ばれた作品は市長の

名刺に使うということで募集をさせていただき

まして、今、市長の名刺には「ＹＡＡるぞ運動」

のマークが入っています。私の名刺には「ＹＡＡ

るぞ運動」と、裏には「ＹＡＡるぞカップ」の

マークが入っています。

素晴らしいマークを作っていただきましたの

で、第１回「ＹＡＡるぞカップ」の開会のと

きにこのお二方に来ていただきまして、市長

から感謝状をお渡しいただきました。これも

一つの褒めることの徹底という形でさせていた

だいています。ちなみに、「ＹＡＡるぞ運動」

のマークを作られたのは50代前の建築部の係長、

「ＹＡＡるぞカップ」のほうは55歳を超えてお

られる建築部長です。

（２）親しみやすいネーミング

また、親しみやすいネーミングということで、

「市長がゴー」というのがあります。これは、
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出先中心なのですが、各職場で頑張っておられ

るチーム、ユニークな取り組みをやっておられ

るチームを市長と事務局が訪問し、意見交換な

どをさせていただくというものです。昨年度も

６チームほど回らせていただいたのですが、そ

のうちの４チームが実際に決勝大会までコマを

進めたということで、かなり効果がありました。

取り組みを見せていただくとき、市長は「い

いですね」「いいですね」とまずは褒めていた

だいていました。その中で、１チームに一つず

つくらい、市長自身が気づいたことを、「これ

もいいですけれども、こうしたらどうですか」

とアドバイスされるのです。やっている人も、

「あ、いいアドバイスを聞いた。やってみよう

か」と。決勝大会に来たときには、「市長にア

ドバイスいただいたことができています」とい

う報告をしていただくということで、いいよう

に、いいように回っているといった状況です。

それから、「助っ人宅急便」というのは、困

ったところがあればいつでも飛んでいきますよ、

何かありましたら事務局の吉田までメールなり

電話なりください、すぐに飛んでいきますよと

いうことです。最初はたくさん来たらどうしよ

うかという心配があったのですが、私一人だけ

で何とか行けるぐらいの件数でした。しかも、

午前中に電話をいただいたらその日のお昼には

行くという形ですぐに対応し、やる気のある人

間の気持ちをできるだけ大事にしていこうと努

めました。

それから、「ＹＵ－くぞ職場」というのは、

吉田の「Ｙ」と、今回の運動にかかわっていた

だいているＵＦＪ総合研究所の「Ｕ」を取った

のですが、私とＵＦＪの担当者の方とが職場に

押しかけていくということです。昨年度は113

チームのうちの半分以上を訪問して、意見交換

をさせていただきました。

それプラス、今年度については「市長がゴー」

の友達版ということで、「助役の“どう”」と

「収入役の“どう”」を作り、両助役にも１回ず

つ、収入役にも何回か職場に出向いていってい

ただいています。

また、研修などの際には、できるだけサッカ

ーに例えて表現するということで、楽しみなが

らやっていくような形の徹底に努めています。

（３）「第１印象グランプリ」の実施

次に、「第１印象グランプリ」というのを実

施しています。昨年度113チームの取り組みが

出てきたのですが、よそのチームの取り組みも

知っていただきたい、よそのチームのいい取り

組みも褒めるということの徹底をしたいという

ことで、チーム名と取り組みテーマを見て自分

がいちばんいいと思ったものに投票していただ

きました。

参加チームと実行委員会のメンバーで計107

票の投票があったのですが、グランプリが、ア

ミノ酸の宣伝から取ってきた「燃焼系２コスト

式（こんな運動してみたら）」クリーンセンタ

ーという焼却工場での取り組みです。ここは

第１回「ＹＡＡるぞカップ」でも見事グラン

プリに輝きました。119人の職員が三つの工場

に分かれているのですが、そこでそれぞれの

取り組みを進めて、電気を売るのをできるだ

け多くして収入を増やしたり、ボイラーに使

う燃料をできるだけ少なくしたり、薬剤の投

入をいろいろテストして、いちばん効率的な

やり方はないかとか、あるいは、皆さんがそ

れぞれ資格の取得に努めたとか、いろいろな
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取り組みをされました。

第２位が「お助け隊『ほのぼの』ただ今参上」

ということで、これは心の教育相談室です。学

校の先生からの相談、あるいは保護者からの相

談に対応されているのですが、その対応をでき

るだけきめ細かに、来られたらすぐ対応してい

く方法をとっていくということで、先生あるい

は保護者というお客様にとって相談しやすいよ

うな改善をされています。

もう一つは、大西保育所の「分別戦隊ゴミワ

ケルンジャー参上」という取り組みで、もう４

年ほどやっておられます。僕の時代はゴレンジ

ャーだったのですが、その何とかレンジャーに

かけまして、燃えないごみに分ける「モエナイ

ンジャー」、燃えるごみに分ける「モエルンジ

ャー」、リサイクルごみに分ける「マタツカエ

ルンジャー」という三つのレンジャーがいて、

それの着ぐるみのようなものを作って、地域の

公園に行って子供たちとダンスを踊ったり、

「ゴミワケごみ箱」を保育所に置いて、牛乳パ

ックのリサイクルなどの取り組みを進められて

います。

第３位は「“あし”は地球を救う」というこ

とで、これは消防局の総務課です。消防局で事

務的なことをやっている総務課の職員がかなり

肥満になってきているという状況がありました。

たまたま総務課の事務所が５階にあったので、

とりあえずみんなでエレベータを使わないで階

段を使おうと。ただ単にやったら面白くないの

で、１階から５階の往復を１点として、月間

ＭＶＰとか年間チャンピオンを作るなどして取

り組みを進めています。

それから、「きっちりやってはよ帰り隊」は

市民局の総務課での取り組みです。総務課はい

ろいろな調整等があって、かなり超勤が多いと

ころです。できるだけそういった業務に無駄は

ないかということを見直して早く帰ろうとされ

たのですが、忙しさのあまり、取り組みのほう

はあまり進まなかったようです。

これ以外にも、「白うとばなれの発想で賞

（白井市長賞）」、「中なか期待できるで賞（中村

助役賞）」、「江え感じで賞（江川助役賞）」とい

うふうに市長と両助役の頭文字を取った賞をつ

けさせていただいて、表彰状だけをパソコンの

メールで送らせていただいています。

この第１印象グランプリに選ばれたチームの

８割が、決勝大会にも出てきていただいていま

す。

（４）「局予選」の実施

113チームにエントリーいただいた中で、45

チームが発表したいと手を挙げていただいたの

ですが、その45チームに各局ごとに予選をやっ

ていただきまして、局の代表17チームを選びま

した。特に出先の方などは、これまでは局長と

あまり顔を合わすこともなかったけれども、自

分たちの頑張っている姿を見ていただいて、局

長から「ごっついええ取り組み、頑張ってんな」

と言われた。それだけでもよかったと満足して

いる声を聞くなど、局予選ということで局長、

部長たちとコミュニケーションが図れたという

状況も伺いました。

（５）「プレーオフ」の実施

局予選をすべて見せていただいたのですが、

本当に惜しいなというチームが数多くありまし

た。そこで、局予選で惜しかった９チームに集

まっていただき、実行委員会のほうで敗者復活
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戦をやって３チームを選びました。

例えば、三つの部がある局の割り当てが三つ

ですと、役所的な考え方からか、その三つの部

から一つずつ出してきたということもあったの

です。そういった中、やはり皆さんが見ておら

れて、あそこよりあっちがよかったのではない

かという雰囲気もありまして、一生懸命頑張っ

ている人が「認められないからやる気がなくな

った」ということにならないよう、プレーオフ

を実施して３チームをすくい上げました。実際

にこの３チームのうち２チームが、特別賞、あ

るいは審査員特別賞を受賞しています。

（６）「なるほど・ザ・やあるぞ」の紹介

もう一つ、惜しくも局予選で敗退した24チー

ムの取り組みの一部を、「なるほど・ザ・やあ

るぞ」ということで、第１回「ＹＡＡるぞカッ

プ」の最後に紹介させていただきました。惜し

くも予選で落ちて本選に出られなかったのです

が、やはりいい取り組みをして成果を上げてお

られる。その成果というのは、そこの課だけ知

っていたのでは意味がない。できるだけ尼崎市

全体に知っていただきたいという思いもありま

して、各チーム一つずつ紹介させていただきま

した。

「なるほど・ザ・やあるぞ」「いい取り組みは

マネしよう」ということで、24チームの写真を

一枚ずつ入れて、どういった取り組みをしたか

ということを紹介させていただきました。いち

ばん上が、最初にご説明した「１５１Ａ」とい

う小田保健センターの取り組みです。パンフレ

ットスタンドにちらしを入れるのですが、入り

口からすぐのところにありますので、自動ドア

が開いて風で飛んでしまう。あるいは、市民の

方が取ったらすぐ乱雑になってしまう。そこで、

種類ごとにクリアファイルに入れたところ、飛

ばなくなって、整理がしやすくなったから市民

の方も取りやすくなった。そういうことでちら

しを持って帰られる方が増えて、保健センター

の取り組みを分かっていただきやすくなったと

いうことです。こういったことは、やろうと思

ったらどこでもできると思います。

次は、先ほど「トシビアの泉」で言いました

「なんでだろうボックス」です。自分たちが困

ったこと、こうしたらいいよと教えてあげたこ

と、こうしたらうまくいったことなど、気がつ

いたときにメモ用紙に書いて入れておいて、定

期的に職場ミーティングで情報を共有して、い

いことをみんなでまねすることで事務の効率化

につなげていったということです。

いちばん向こう側が、見事報告書大賞を取っ

た神崎保育所の取り組みです。「おたんじょう

びおめでとう」ということで、その誕生月の子

供の写真を張っています。これは何をしたかと

いいますと、今まで、保護者と保育所のコミュ

ニケーションということで、迎えに来られると

きに掲示板に情報を張って流していたけれども、

なかなか掲示板を見ていただけなかった。何と

かできないかということで、ある保育士のアイ
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デアで、掲示板の上にその誕生月の子供の写真

を張ったのです。そうすると親がその写真を見

て、そのまま下に行って掲示板を見るようにな

ってきたということで、見せたい情報があれば

相手が見たい情報と一緒にしたらいいのではな

いかということをおっしゃっておられました。

その結果、60％いっていなかったクラス懇談の

参加率が80％近くにまで上がったということ

です。

また、この神崎保育所は１か月に１回、出前

保育といって、近くにあるショッピングセンタ

ーに保育士さんが３人ほど出向いて、買い物に

来ておられる１歳から３歳ぐらいの子供たちと

保護者を集めていろいろな体験をさせておられ

ます。先日見にいかせていただいたのですが、

30組ぐらいの方がところ狭しとダンスをしたり、

手遊びをしたりしています。今、子供たちの数

が減ってきているということもあって、なかな

か周りに相談できる人がいないお母さんがいら

っしゃるということも実際に見せていただきま

した。

大体40分ぐらい出前保育をされるのですが、

終わってから、１人の職員が片付けている間に

２人の保育士が、来ておられるお母さんに、

「どうですか。子育てで何か悩み事はないです

か」と聞いて回っているのです。１人のお母さ

んと所長が話をしていたのですが、お母さんが

泣きながらしゃべってて、それを見て所長も泣

いておられて、本当に親身になって子育て支援

をされておられるなと。わざわざ出前保育で行

く必要はないのですが、自分たちの持っている

ノウハウで何か役立たないかというようなこと

で積極的に取り組んでおられまして、今年度も

楽しみなチームの一つです。

今までさまざまな仕掛けとネーミングを紹介

させていただきましたが、参加チームの皆さん

のやる気と頑張りには、本当に事務局も参った

というのが正直なところです。最初やるときに、

何チーム来るかなというのがすごく不安でした。

30チーム来たらいいところかなと思っていたの

です。６月ぐらいに申込書を出していただく前

に、研修で、帰ったら一度チーム編成をしてみ

ませんか、とりあえず楽しい名前を決めて、キ

ャプテンはだれにするか、メンバーはだれにす

るか、どういうことをやってみようか、一度み

んなで考えてくださいということでお願いして、

それと同時にチーム編成届を出してもらいまし

た。それがなんと93チームから来たのです。そ

のときに、「いけたな」というのが実感として

ありました。実際にやっていく中で頑張ってお

られるチームを数多く見せていただきまして、

本当に事務局は参ったというのが正直なところ

です。

14．「ＹＡＡるぞ運動」１年目の成果

成果としては、「職場レベルでの仕事のやり

方の変化や組織風土の変化のきっかけになっ

た」「業務改善を楽しんでやる機運ができた」

「職場として大きな成果を上げた」「参加職場に

おいて業務改善の取り組みが着実に進みつつあ

り、一定の成果を上げた」。これは、自己評価

書というものを「ＹＡＡるぞカップ」が終わ

った２月20日ぐらいに113チームのキャプテン

に送らせていただいたのですが、そこで返っ

てきた意見、感想から拾った、参加者の生の

声です。

例として、研修の実施時期等の見直しにより、

平均参加者が97人から208人に増加したという
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のは、「お助け隊『ほのぼの』ただ今参上」と

いうところの取り組みです。そこでは教職員の

研修も仕事としてやっておられるのですが、今

までばらばらにやっていた研修を夏休み期間に

集中させたのです。そうしたことによって平均

参加者が97人から208人にまで増加したという

ことで、やはり先生方は行きたかったのだけれ

ども仕事で行けなかった、行きやすいときに研

修日を設定したことで参加者が増えたというこ

とです。

このチームは残念ながら人事異動等で今年度

エントリーしていただいていないのですが、今

年度は参加者が230人を超えているということ

で、参加日だけではなく、どんな先生を呼んだ

らいいかという教職員のニーズにこたえた研修

を今も実施されています。

次に、超過勤務時間が２年前の４分の１に減

少したというところがあります。これは後で発

表があると思いますので飛ばしますが、そこの

課以外でも、超過勤務時間が２年前の４分の１

に減少しています。また、口座振替済通知につ

いても後で発表があると思います。

それから、早めの納付指導により約３億円の

滞納額を防止というのは、住宅管理の、今日来

ていただいているところとは別のチームの取り

組みです。このチームは、１万828戸ある市営

住宅の管理をパソコンでやってしまおうという

取り組みをされました。その中で、家賃の滞納

が始まってここまでは滞納予報、ここまで来た

ら滞納注意報、ここまで来たら滞納警報という

ことで、その段階段階でやることを決められて、

統一的な事務のやり方で早め早めの納付指導を

行っていきました。その結果、よその市は住宅

家賃の収入がずっと下がっているのですが、こ

の取り組みを始めた尼崎市は、下がっていたの

が逆にＶ字型に上がっているのです。その底と

上がったところの差が約３億円あるということ

で、早め早めの納付指導をしたことによってそ

れだけの滞納防止効果があったのではないかと

おっしゃっておられます。

また、汚泥を100トン減らしたり、契約電力

を100キロワット減らしたりすることで、年間

730万円の削減をされています。ここのキャプ

テンは50歳代の技師の方なのですが、今年、今

までおられたところが包括民間委託ということ

で直営の職員がいなくなりまして、違う浄化セ

ンターに配属になりました。そこでもまたキャ

プテンで頑張っていただいていまして、契約電

力を150キロワット削減され、年間で何百万か

の経費削減に努めておられます。この経費削減

が１年だけではなくずっと続くわけですから、

かなりの成果かなと考えています。

また、使用済みのファイル約700個、旧帳票

用の用紙約３万枚を、行政事務支援システムの

中の掲示板で「要りませんか」と訴えかけ、欲

しいというところに渡すことでごみをリユース

していった。これが情報政策課の資産活用の一

つの成果です。もう一つ、薬品と灯油の節約で

年間500万円ほど浮かせたというのが、グラン

プリに輝いたクリーンセンターの取り組みです。

それから、これは水道局の工務課の取り組みで

すが、現場パトロールの回数を倍増して、市民

の皆様の安全・安心のために点検項目を14から

23項目に増やすような改善もされています。

それから、ごみを370トン減少というのは、

第１回「ＹＡＡるぞカップ」のトップバッター

で発表された中央卸売市場の「新鮮組（誠）」

の取り組みです。今までかなりごみについては
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ルーズだったところがあったのですが、場内業

者の方々も巻き込む中で、場内、あるいは周辺

の清掃を定期的にやる。また、自ら出たごみは

自らの手で何とかしようという意気込みのもと

協力してやった結果、12月段階で370トン、前

年に比べてごみを減らしています。その後も減

っていっています。そうすることによって、今

まで外部に塵芥収集委託をしていたのですが、

平成16年度からは、年間1390万円の委託をやめ

られるようにもなっています。

安全意識の徹底による災害件数０件達成とい

うのは、第１回「ＹＡＡるぞカップ」に出られ

た「ヒヤリハッとして！グー」という北部浄化

センターの取り組みで、「ヒヤリハット」の事

例報告をしていこうと。かなり職員の年齢が高

齢化してきた中、安全に作業できるように、各

班ごとに自分が作業をしている中でヒヤッとし

たことを挙げていただいて、それについて報告

していく。ヒヤリとしたことをみんなで共有す

る。また、それを事前の対策で改善することで、

災害発生件数をなくしていこうという取り組み

をされていまして、今まで残念ながら年間に１

件、２件、３件と災害の発生があったのですが、

「ヒヤリハット」報告をやった結果、平成15年

度は災害発生件数０件を達成しました。

講演会の合同実施により約40万円の経費削減

というのは、各支所にありまして、地元との調

整や地域コミュニティの推進をやっておられる、

地域振興課の取り組みです。今まででしたら、

老人会とか子供会とか、ばらばらに講師を呼ん

で講演会をやっていたということもあるのです

が、そういった講演会を一本にすることによっ

て、いい人を呼ぶ、経費も浮かせるということ

で、40万円の経費削減となっています。私自身、

これ以上に人集め等の手間がかなり減ったので

はないかと思っています。

それから、先ほど言いましたが、神崎保育所

のクラス懇談会の参加率が、掲示板の上に誕生

日の写真を張って見てもらいやすくなったこと

で58％から78％になりました。また、園庭開放

ということで地域の就学前の子供たちにいろい

ろと呼びかけて、その参加者が２年前の４倍以

上になったという状況です。

15．「ＹＡＡるぞ運動」１年目の課題

尼崎市は200ほどの課がありまして、参加し

たのが113チームということで、半分ぐらい取

り組んでいただいています。1915人というのは、

活動報告書に書いていただいているチーム人数

を足したものですので、自ら取り組む「ＹＡＡ

るぞ運動」で頑張っているんだと意識しながら

やっているのは、またその半分ぐらいではない

かと思います。

実際に全く取り組んでおられないところもあ

り、取り組んでいるところと取り組んでいない

ところで温度差があるのも確かです。また、取

り組みが途中で進まなかったチームもあります。

そういったチームへのサポートをできるだけし

ていこうということで、事務局としてキャプテ

ンに頻繁にメールを送ったりしているのですが、

私からメールが来たら怖いとかいうこともけっ

こう聞くのですが、メールを送る件数、来る件

数は、尼崎市の中でトップではないかと自分自

身では思っています。

もう一つ、取り組み内容の質の向上というこ

とがあります。昨年度は１年目だったので、と

りあえず何でもいいですと。自分たちの課で何

かやりたいことがあったらそれをやってくださ
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いということで、机の上の整理、書庫の整理、

清掃といったことからでもＯＫですよと言って

いたのですが、今年度については、今回初めて

取り組んでくれるチームは何でもいいけれども、

２年目のチームはできるだけ業務直結、あるい

は顧客志向に基づいたものにレベルアップして

いただきたいという形で、取り組みの質の向上

に努めています。

ちなみに、今年度は76チームに減っています。

多分来年は50チームぐらいになるのではないか

と思います。ただ、私の目標は80チームで、初

出場のチームが20チーム出てきてほしいと思っ

ていたのです。80チームはかなわず76チームで

したが、初出場は何とか25チーム出ていただき

ましたので、非常にそのことについてはありが

たいなと思っております。

局予選が１月20日から始まるのですが、76チ

ーム中、約半分の34チームが発表したいと手を

挙げていただきました。今後局予選、最終予選

（プレーオフ）を経て、２月の中旬に第２回

「ＹＡＡるぞカップ」をやりたいと考えていま

す。

16．発表チームの紹介

今日は昨年の20チームの中から２チームに来

ていただいています。まず１チームは、審査員

特別賞を受賞されました住宅管理第２課の「チ

ェック＆チェック」、もう一つは、「やあるぞイ

メージアップ賞」を受賞されました小田支所市

民課の「シアターおだっぺ」、このお二人の発

表をこれからさせていただきたいと思います。

17．発表をご覧いただく際の基本精神

最後なのですが、先ほど「ＹＡＡるぞ運動」

の基本精神が「や」「あ」「る」「ぞ」であった

と思うのですが、発表をご覧いただく際の基本

精神を紹介させていただきます。「野球やサッ

カーの観戦に行き」「あなたが将来が楽しみだ

と考えている」「ルーキーのプレーを期待と温

かい目で見ていただきますと」「存分に楽しん

でいただけるでしょう」ということで、発表チ

ームの発表に移らせていただきたいと思いま

す。

「それぞれの役割を果たしながら、親しみやす

く明るい施設をめざす」

チーム名：シアターおだっぺ（市民局小田支所

市民課）

はじめに

尼崎市役所市民局小田支所市民課の高寺です。

「シアターおだっぺ」チームのキャプテンとい

うことで発表させていただきます。我々は、人

との出会いがあるところすべて劇場であるとい

う認識から、職場そのものを自分たちで何とか

演出していきたいということで取り組んできま

した。

１．何が問題だったのか

我々は三つの課題を検討しました。まず第１点

は、市民の方が市役所について親しみにくいと思

っておられるのではないか。一部では権力的な側

面もあるということから、そういうイメージを持

たれているのではないか。２点目には、何かと煩

雑で分かりにくいというイメージがあるのではな

いか。３点目は、これは我々の職場のことなので

すが、年間歳出予算０円の支所市民課でも、何と

か自分たちで考えて、自分たちのアイデンティテ

● 47 ●



ィを見いだして、何か取り組みができないか。そ

ういうことをやってみたいという欲求が職員自身

にあったということで、この３点の課題について

取り組みをしてきました。

２．改善の目標

改善の目標として、物的環境と人的環境の充

実という二つの目標を掲げました。

（１）物的環境①－カウンター・案内板等のサ

インを見やすく

実施内容ですが、具体的には入り口案内板や

カウンター上部の案内表示の色分け、番号表示

の拡大化、そして、日ごろよく市民の方から聞

かれるトイレの表示を、インパクトがあるよう

に漫画で表示できないかということで取り組ん

でみました。

これが、大体こんなことをやってみようかな

ということで書いた計画です。

これが完成した案内板です。番号ごとに少し

帯の色が変わっていまして、案内板と番号表示

の色を合わせて表示する形にしています。

これは税務証明や国民健康保険のある２番の

カウンターですが、ピンク色で、こういう三角

柱の形をしています。

トイレの案内板は漫画で表現してみたらどう

かということで、かわいくできているのではな

いかと思っています。ただ、子供の持っていた

漫画を借りてトレースしたので、ひょっとした

ら著作権の問題があるかもしれません。トイレ

そのものにも突き出しの看板をつけてみました。

（２）物的環境②－季節感のある装飾

案内板や記載台などに季節感のある装飾をと

いうことで、６月にアジサイ、７月にアサガオ、

８月にヒマワリなど、それぞれの月に関係があ

るものを装飾していこうということで取り組ん

でみました。

これは計画のデザインです。大体こういう感

じでできたらいいなということです。

実際にやったものですが、案内板の下にアジ

サイがあるとか、記載台にヒマワリがあるとか、

壁面にコスモスを展示したりしてみました。こ

のような取り組みを毎月実施しました。

そして、12月はクリスマスということで、ち

ょっと豪華にツリーを飾ってみました。

これは、職員がお正月用のミニチュアの門松

を製作している風景です。窓口応対のすき間を

縫って作っていますので、非常に日ごろ苦労を

かけているなと思っています。

これはミニチュアの和だこです。これを20点

ぐらい作りまして、天井からぶら下げたり、壁

面に飾ったりしています。

（３）物的環境③－絵本コーナーの設置

日々窓口で対応している中で、若いお母さん

が子供連れで来られるのですが、お母さんが記

載したり話をしようと思っても、小さいお子さ

んがぐずったりして手が離せないという実態が

あります。そこで、10分か15分程度子供さんを

引き離しておく方法はないだろうかということ

から、小さい絵本コーナーを作りました。

これが絵本コーナーのイメージ図です。

実際に作った絵本コーナーがこれです。割と

小さいコーナーなのですが、お母さんから離れ

ていてもしばらくの間１人で絵本を見たり、あ

るいは、上の子が本を読んで聞かせてあげると

か、利用率はすごく高いです。
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（４）物的環境④－ミニギャラリーの設置

これにつきましては、最初、市民グループか

ら作品を借りて展示しようかと思ったのですが、

ホワイトボードと立体机一つの非常に狭い場所

なので、作品の保管や安全性も保障できないし、

十分な作品を展示できないということがありま

して、常設用の小さな写真を張ったり、企画展

として「浮世絵と江戸時代の旅」というのをホ

ワイトボードに展示しています。

これがミニギャラリーのイメージ図です。大

体このようになればいいなということで考えま

した。

これが企画展です。「浮世絵と江戸時代の旅」

ということで、浮世絵の始まりのころからの歴

史的なものを展示したり、江戸時代の携帯用の

旅行地図を展示した上のほうに安藤広重の「東

海道五十三次」とか葛飾北斎の「冨獄三十六景」

の一部を展示したりしています。

これは「折り紙のサファリパーク」です。こ

れも職員の渾身の力作なのですが、できるだけ

本物に近いような折り紙を選んで作ろうという

ことで、こういう形で作ってみました。ライオ

ン、トラ、ウシ、ワニなど、20種類53体があり

まして、徐々に増えてきています。

（５）人的環境

人的環境については、個々の接遇の向上と案

内・誘導を充実していこうということで取り組

みました。まず、接遇標語を職員から募集しま

して、それを職場の中で掲示したり、定例ミー

ティングで声かけの発声を行って、来庁者の誘

導・案内を強化しています。声かけの発声につ

いては、「おはようございます」「こんにちは」

「ありがとうございました」という三つのフレ

ーズを中心に、毎週月曜日に職員で定例のミー

ティングをやっています。

２点目は、そろいのユニフォームを使ったアピ

ールです。「乗りマンディ作戦」ということで、

窓口がいちばん忙しい月曜日にみんなでそろいの

服を着て、乗り乗りでやってみようということで

計画はしたのですが、ユニフォームを考えたのが

８月ごろで、Ｔシャツは安いけれども、秋になる

とＴシャツではちょっと無理かなと。女性が多く、

服の選定や費用の問題で、この年については未着

手という形になってしまいました。

これが標語の表示です。「さわやかに　ほほ

えみかえす　カウンター」ということで、こう

いう形で柱に表示しています。

３．こんなこともありました（エピソード紹介）

市民が装飾の作り方を尋ねに来られ、作った

職員が資料を差し上げたという事例がありまし

た。また、絵本コーナーでお年寄りや年長の子

供さんが小さなお子さんに絵本を読み聞かせる

光景をよく見るようになりました。元気すぎる

子供たちが、おもちゃや折り紙の動物で怪獣ご

っこをして騒いだという困った例もあります。

それから、知らない間に展示が増えていたと

いうこともあります。近所のおばちゃんだと思

うのですが、親子鶴や樹木の折り紙を作って、
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サファリパークに勝手に置いていかれる人もお

られます。

平成15年度、阪神タイガースがちょうど優勝

したときでしたので、ちょっとした乗りで優勝

マジックをカウンターに置いたら、近所の方が

大きなくす玉を持ってきてくださいました。マ

ジック10ぐらいからマジックのポールとトラを

設置しまして、市民の方にも楽しんでいただけ

たかなと思っています。

４．取り組みを振り返って

チームの取り組みのセールスポイントは何か

というと、市民の方と従来にないコミュニケー

ションが図れたということです。勝手に作品を

置いていってくれたり、窓口に来られて仕事以

外のことで職員と話されることが多くなりまし

たので、そういったコミュニケーションもとれ

るようになったのではないかと思います。

今後の課題ですが、１点目に、チームの個々

が小さなことでも「まず、やってみよう」とい

う姿勢と、活発な想像力と情熱を持ち続ける。

２点目には、継続できるものはまず継続してい

く。そして、３点目に、近隣の市民の方ともっ

と楽しめる取り組みを模索して、地域に根ざし

た施設を目指していこうということです。

そういう形で平成15年度の発表をしまして、

平成16年度についてはニューバージョンという

形で、何か新しい取り組みも入れてみたいと思

ったのですが、さまざまな事情があって新しい

こともできなくて、今年は残念ながら「ＹＡＡ

るぞカップ」に参戦できない状態になってしま

いましたが、今後も頑張りたいと思います。

以上で「シアターおだっぺ」の発表を終わら

せていただきます。ありがとうございました。

「チェック＆チェック－事務改善への取り組み」

チーム名：チェック＆チェック（都市局住宅

部住宅管理第２課　収納管理担当）

はじめに

尼崎市役所住宅管理課から参りました北村で

す。「チェック＆チェック」というチーム名で、

第１回「ＹＡＡるぞカップ」に参加しました。

今日はチーム代表ということで、１年ほど前に

発表させていただいた内容に基づいて、もう一

度この場で再現したいと思います。

１．主な業務内容

「チェック＆チェック」、これはグルメの食べ

歩きの本ではありません。チェックにチェック

を重ねることによる事務改善の取り組みです。

課の名前が示すとおり、私たちは市営住宅の

管理を業務としていますが、その中でも市営住

宅家賃の決定、決算を含んだ家賃の収納管理を

係の仕事としています。家賃決定の事務量は膨

大で、収納管理は手間がかかる事務です。周り

から見れば、単に定型事務なのではないかとい

う疑問があるかと思いますが、平成10年度より、

入居者の家賃はその世帯全員の収入や住宅から

受ける便益によって決定される応能応益家賃に

移行しました。分かりやすく言うと、入居者全

員の収入を毎年報告していただくことによって

初めて家賃が決定でき、決定される家賃は入居

者それぞれによって違うという制度です。

では、市営住宅にはどれぐらいの部屋数があ

り、どれぐらいの人が入居しているかというと、

実に１万世帯、２万人以上の方が入居されてい

ます。２万人以上の方から提出された書類をも

とに、１万世帯もの家賃をそれぞれに決定する
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わけですから、その忙しさは想像を絶するもの

です。

さらには、収入が同じであれば家賃が同じと

いう甘い制度ではありません。市営住宅には公

営住宅だけではなく、さまざまな種類の住宅が

ありまして、種類ごとに家賃の算定方法が異な

ります。また、部屋の広さ、家賃減免の適用な

どによって家賃が異なります。

２．さまざまな問題の発生

住宅家賃が相当手ごわいことが分かっていた

だいたところで、実際に職場ではどういう事態

だったかというと、実にさまざまな問題が発生

していました。特に、超過勤務時間については

係員６人で年間2500時間弱、平均して１人当た

り月に34時間となっており、繁忙期には月100

時間突破も当たり前、超勤予算も半年で消化と

いう偉業を成し遂げました。

３．問題へのアプローチ

こういった状況にあったため、何とかしなけ

ればという気持ちは係員のだれもが持っていま

した。そこで、まずは問題がどこにあるのか業

務分析を行ったうえで、みんなが話し合い、そ

れぞれが勉強することによってアイデアを形あ

るものにしていきました。また、話し合うこと、

意見を出し合うことにより相互理解ができると

いう効果も現れました。こうなったらしめたも

の、あとはアイデアを実行するだけです。「と

にかく始めよう」がキーワードです。

４．具体的な取り組み内容

それでは、実際の取り組みについて代表的な

ものをご紹介します。当初、入居者から提出し

ていただく収入報告書は所得枠の欄が空欄であ

り、すべての人に課税証明書などの資料の添付

を求めていました。そして、書類の審査段階で、

これとは別に税務データと突合していました。

ここで発想の逆転です。最終的に税務データ

で報告内容を確認するのなら、最初から所得額

を印刷して本人に確認してもらったらどうかと

いうアイデアが出ました。そこで、公営住宅法

の趣旨、規定をまず押さえ、情報政策課、課税

課に働きかけて協力を仰ぐことができました。

その結果、平成13年度より、収入報告書に所得

額の印刷を行うこととなりました。その効果は

絶大で、入居者からは添付資料を用意していた

だく必要がなくなり、収入報告書を提出する際

の書類のチェックにかかる時間も激減しました。

また、書類整理にかかる時間も大幅に減ること

となりました。その結果、今まで課全体で収入

報告業務を行っていましたが、係だけで業務を

行うことが可能になりました。

次に、入居者からの問い合わせにかかる時間

をなるべく短縮するために、収入報告状況をパ

ソコンで管理することとしました。受付日や審

査結果のデータをそのつど入力することにより、

収入報告書が提出されているかどうか、書類の

不備があるかどうかを即座に把握できるように
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なりました。そのため、入居者からの問い合わ

せがあった場合でも、すぐに現在の状況を伝え

ることができるようになりました。また、入力

したデータをもとに、書類に不備がある方など

への通知文も即座に作成可能になりました。

これは添付書類に不備のある方への通知文で

すが、住所や氏名を印刷できるようにし、さら

には窓開き封筒に対応するようにしました。ま

た、入居者からの問い合わせを想定して管理番

号をあらかじめ印刷し、すぐに検索・応対可能

な仕組みもさりげなく備えています。

５．取り組みの結果

このような事務効率化への取り組みにより、

平成14年度には超過勤務時間が激減しました。

平成15年度にはさらに減り、かつての面影は消

えてしまいました。平成13年度には係員６人で

年間2491時間に及んでいた超過勤務時間が、平

成15年度には年間700時間となり、実に２年間

で28％にまで超過勤務時間が圧縮されることと

なりました。

６．さらなる事務改善

しかし、それでも我々は手を緩めず、さらな

る事務改善を行いました。その一つは、家賃支

払い方法の口座振替の推進です。新規入居者へ

の口座振替100％を達成するとともに、既存入

居者への推進についても随時行っています。そ

の結果、収納管理業務の簡素化、期限内納付を

進めることができました。この２年間で納付書

を利用していた世帯が4920世帯から3450世帯と

1400件以上も減ることとなり、この取り組みは

現在でも着々と実績を上げています。

さらに、事務自体の見直しも行い、従来行っ

ていた口座振替済通知書の発行を廃止しました。

そのことによる郵送料などの削減により、年間

約350万円の経費節減を図りました。

まだまだ続きます。このチームの名前の由来

ともなったチェック＆チェックも忘れてはいま

せん。より正確な事務を執行するために、また、

入居者への信頼を得るために、事務内容の確認

はダブルチェック、クロスチェックは当たり前

です。目を変え、人を替え、ミスを事前に防止

する策を日夜研究しています。

本当はまだまだ改善報告はあるのですが、時

間の関係もあり、ここではご紹介できないのが

残念です。

７．今後の課題

まずは、今までの取り組みを再評価し、より

一層発展させるということです。さらには、今

いるメンバーが替わったとしても、事務改善の

内容を継続して運用できるような仕組みを作る

ことが急務となっています。現在マニュアルの

作成や事務進行表の作成を進めています。

８．メンバー紹介

最後になりますが、これは平成15年当時のメ

ンバーです。平成16年度になり、人事異動があ

ったり、住宅管理が２課と１課に分かれていた

のが一つの課になるなど、若干組織体制も変わ

っているのですが、平成15年度にはぐくんだ芽

は失われておらず、まだまだ改善の余地がある

ところについては、さらに改善を進めている状

況となっています。

以上で発表を終わりたいと思います。ありが

とうございました。
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